
引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別
交
付
金
　
　
請
求
手
続
は
町
民
生
課
へ

水
稲
豊
作

の
反
省

土
の
中
に
あ
る
ナ
ッ
ソ
分
は
簡
単

に
は
除
外
で
き
な
い
か
ら
、
元
肥

、
追
肥
蛍
沢
山
使
い
過
ぎ
な
い
よ

う
に
し
、
生
育
後
則
に
し
っ
か
り

チ
ツ
ソ
分
を
施
肥
ず
る
こ
と
が
よ

い
と
迅
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
問

題
○
テ
ッ
ソ
制
服

は
蝉
岐
を
知
る

方
法
が
な
い
の
で
、
自
分
の
田
の

性
頁
や
品
柚
を
よ
く
る
凡
て
施
肥

を
す
る
。
そ
し
て
こ
の
結
采
か
ら

制
限
の
捏
ぼ
・
ざ
知
る
こ
と
？
あ
る

今
年
は
テ
ツ
ソ
制
限
を
通
り
過

ぎ
で
、
栄
養
失
調
に
近
く
な
っ
て

そ
の
為
穂
肥
や
実
肥
の
効
き
目
の

少
な
い
山
が
か
な
り
あ
っ
た
と
忠

い
ま
で
。

・
病
害
虫
防
除
に
つ
い
て

今
年
の
病
害
虫
は
異
常
発
生
的

な
も
の
が
多
く
、
特
に
ヒ
メ
ト
ビ

ウ
ン
カ
に
よ
る
縞
葉
枯
病
、
紋
枯

病
、
コ
ブ
ノ
フ
イ
ガ
（
葉
マ
キ
ｙ

イ
ネ
（

モ
グ
リ
バ
エ
等
が
特
に
大

発
生
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
農
薬
散
布
も
半
年
よ

り
多
く
な
っ
た
が
、
今
後
も
増
産

手
段
と
し
て
肥
料
の
使
川
量
を
増

す
よ
り
、
農
薬
の
使
用
量
を
増
す

方
が
得
策
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

農
薬
撒
布
は
病
害
中
の
発
生
を
出

来
る
だ
け
早
期
発
見
し
て
、
こ
れ

を
広
い
地
域
で
一
斉
防
除
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

撒
布
回
数
が
多
く
な
る
と
防
除

が
面
倒
に
な
る
傾
向
か
あ
り
、
地

域
ぐ
る
み
の
防
除
体
制
を
強
め
る

こ
と
が
防
除
効
果
を
挙
げ
る
上
か

ら
も
大
切
で
す
。

ｅ
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　

」

水
管
理
や
植
付
時
期
に
つ
い
て

も
種
々
あ
る
が
今
後
の
米
作
り
は

集
団
で
伸
び
る
も
の
だ
と
思
う
。

集
団
統
一
栽
培
を
実
施
す
れ
ば

徹
底
し
た
指
導
の
も
と
に
、
水
管

理
、
防
除
、
品
種
統
て

等
も
楽

夏柑生産の安定 と

八朔の導入

視察記

本
町
を
始
め
長
北

地
帯
の
夏
柑
生
産
は

過
去
６
年
間
に
一
度

の
則
行
で
寒
害
を
受

け
た
が
、
夏
柑
の
好

価
格
と
長
北
特
有
の

兼
業
経
営
の
故
に
ど

う
に
か
切
り
抜
け
て

来
た
。
寒
害
を
受
け
る
と
一
段
と

管
坦
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
逆

に
手
控
へ
て
翌
年
も
収
量
が
減
少

す
る
と
い
う
事
例
が
多
か
っ
た
。

夏
柑
同
志
会
で
は
夏
柑
の
補
完
作

物
と
し
て
八
朔
導
入
の
可
否
を
検

討
す
べ
く
、
晩
生
柑
の
有
力
産
地

の
広
島
県
を
視
祭
し
た
。
　
　

①
晩
生
柑
橘
の
栽
培
　
　
　
　

向
島
因
島
共
に
高
い
所
は
早
生

温
州
で
肥
沃
な
所
ヘ
ネ
ー
ヴ
ル
ハ

朔
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
、
長
北
の

夏
柑
産
地
と
対
照
的
で
あ
る
、
所

が
八
朔
が
年
頃
に
な
る
と
萎
縮
病

と
い
う
人
間
の
ガ
ン
に
も
似
に
病

気
が
出
る
の
で
、
昭
和
三
十
五
年

を
ピ
ー
ク
と
し
て
面
積
は
現
状
維

持
で
あ
る
。
生
産
量
も
昭
和
三
十

清
風
句
会

半
生
の
獄
門
出
で
て
秋
の
晴

九
　
重

焚
火
す
る
父
の
背
老
の
き
ざ
し
兒

ゆ
　
　
　
　
　
　
旬
　
一

凩
や
裏
町
帰
る
労
仂
者

照
　
江

一
人
一
人
降
り
て
ロ
ー
カ
ル
線
夜

寒
　
　
　
　
　
　
一
　
平

自
家
川
車
厰
に
乗
り
す
て
は
ぜ
を

釣
る
　
　
　
　

お
き
な

け
ん
が
い
を
世
い
て
受
付
美
人
な

り
　
　
　
　
　

元

作
業
衣
を
繕
う
勤
労
感
謝
の
囗

千
　
代

こ
ぼ
れ
萩
掃
く
に
は
惜
し
く
佇
め

り
　
　
　
　
　

す
　
ず

指
月
山
三
十
六
万
の
秋

れ
ん
す
い

恆
こ
ず
一
口
時
雨
れ
て
一
茶
の
忌

兎
　
巾
ぺ

ト
ン
ネ
ル
を
出
れ
ば
磯
の
谷
つ
わ

の
花
　
　
　
　

梨
　
花

潮
騒
の
彼
方
の
尼
阮
時
雨
け
り

鈴
　
　
　
　
　
　

。

選
者
　
　
雲
　
仙

坂
母
堂
手
づ
く
ね
個
展
寺
小
春

秋
の
海
真
珠
い
か
だ
と
海
苔
ひ
び

ｙ
　
　
　
　
　

。’

お
茶
会
に
寺
の
名
物
ゴ
マ
豆
腐

次
回
は
十
二
月
十
六
日
（
土
）

で
す
雑
詠
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

に
出
来
て
増
産
の
近
道
と
な
る
か

ら
、
全
部
落
に
お
い
て
実
施
さ
れ

る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
又
今
年

の
稲
作
の
反
省
は
印
象
い
新
し
い

う
ち
に
是
非
記
録
し
て
お
き
来
年

に
備
え
て
ほ
し
い
ふ

の
で
す
。

（
三
隅
農
協
指
導
部
）

年
を
境
と
し
て
年
々
減
少
し
て
い

る
、
向
島
囚
島
共
に
高
価
格
の
ネ

ー
ヴ
ル
え
の
魅
力
で
増
殖
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
萎
縮
病
は
或
る
程

度
土
壌
的
な
も
の
で
や
せ
土
で
苗

木
の
穂
木
に
ヴ
ア
イ
ラ
ス
が
つ
い

て
い
る
と
。
必
ず
二
十
年
生
の
今

か
ら
と
い
う
時
期
に
症
状
が
出
て

来
る
。
従
っ
て
広
島
で
は
発
展
的

に
八
朔
を
増
殖
し
よ
う
と
い
う
傾

向
は
な
い
、
生
産
量
も
年
々
減
退

し
て
お
り
、
や
せ
た
土
壌
で
は
萎

縮
病
に
拍
車
を
か
け
る
様
で
あ
る

隔
年
結
米
は
全
然
な
い
そ
う
で
定

値
后
四
ー
五
年
生
反
収
干
メ
の
園

も
あ
る
）

②
晩
生
柑
橘
の
貯
蔵
方
法
及
販
売

因
島
市
田
熊
町
で
行
は
れ
て
い

る
簡
易
貯
蔵
は
、
土
中
に
ｌ
Ｓ
立

方
の
穴
を
堀
り
、
雨
水
が
入
ら
ぬ

様
周
囲
を
藁
等
で
囲
む
簡
単
な
も

の
、
ヘ
タ
落
ち
防
止
の
２
４
Ｄ
撒

布
も
行
は
れ
な
い
、
八
朔
は
大
部

分
東
京
市
場
へ
出
荷
さ
れ
て
お
ｈ
／

昭
和
三
十
六
年
を
境
と
し
て
和
歌

山
へ
首
位
を
譲
っ
て
い
る
。
価
格

は
手
取
平
均
師
七
〇
－
八
〇
円
で

八
朔
の
消
費
層
は
甘
夏
と
は
全
然

違
っ
て
、
販
売
の
点
で
は
見
透
し

は
明
る
い
様
で
あ
る
。

③
夏
柑
と
の
経
済
性
比
較
調
査

夏
柑
は
平
均
手
取
が
本
町
で
五

万
五
千
円
、
八
朔
で
八
万
五
千
円

程
度
で
あ
っ
て
、
微
量
要
素
有
機

物
は
多
用
し
て
お
り
、
一
般
管
理

費
は
多
く
使
っ
て
い
る
。
未
収
益

期
間
は
案
外
短
く
定
植
后
四
一
五

年
で
此
方
の
夏
柑
よ
り
多
収
し
て

い
る
。

④
気
象
、
土
壌
よ
り
見
た
八
朔
産

地
作
物
が
育
つ
に
は
天
地
人
の
配

剤
宜
し
き
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
天
と
は
自
然
、
気
象
、
地
と

ぽ
土
壌
、
人
と
は
技
術
で
あ
る
。

こ
れ
を
無
視
し
た
所
に
大
産
地
は

生
ま
れ
ぬ
、
瀬
戸
内
の
八
朔
産
地

は
耕
し
て
天
に
到
る
花
こ
う
岩
の

風
化
土
壌
で
極
め
て
地
力
の
弱
い

越
冬
柑
に
は
不
向
き
な
地
味
で
あ

る
。
そ
の
平
均
気
温
も
十
四
、
五

Ｃ
と
萩
の
十
五
、
一
Ｃ
に
比
べ
て

低
く
、
最
低
気
温
は
萩
並
み
、
雨

量
は
萩
の
一
、
六
八
〇
ｍ
ｍ
に
比

ベ
一
、
一
〇
〇
ｍ
ｍ
と
極
め
て
低

く
、
八
、
九
、
十
月
の
雨
量
不
足

が
八
朔
の
着
色
味
付
に
役
立
つ
よ

う
に
思
は
れ
る
。農

協
　
藤
田
孝
雄
）

狩
猟
事
故
を
な
く
そ
う

（
ン
タ
ー
に
と
っ
て
楽
し
い
狩

猟
期
と
な
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

毎
年
こ
の
時
期
と
な
る
と
尊
い
人

命
が
損
傷
さ
れ
た
り
、
銃
が
盗
ら

れ
た
り
す
る
の
で
っ
ぎ
の
こ
と
を

守
づ
て
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

◇
禁
止
地
区
で
の
狩
猟
は
し
な
い

◇
銃
は
安
全
な
場
所
に
保
管
し
一

時
的
で
も
放
置
し
な
い
。

◇
発
砲
で
き
な
い
所
で
は
銃
袋
な

ど
に
納
め
て
歩
く
。
。

◇
狩
場
に
着
い
た
ら
銃
口
を
や
や

・各
種
の
制
度
融
資
が
あ
り
ま
す

か
ら
有
効
に
利
川
し
て
経
済
向
上

に
努
力
下
さ
い
。

一
、
農
業
近
代
化
資
金

農
協
が
融
資
機
関
で
主
な
種
類

は
次
の
と
お
り
。

農
業
用
施
設
（
畜
舎
等
）
農
業
用

機
械
、
果
樹
植
栽
。
家
畜
導
入
、

開
園
等
の
各
資
金
で
据
置
償
還
期

間
を
含
め
七
年
乃
至
二
十
年
、
年

下
に
肩
に
か
つ
ぐ
か
、
銃
口
を

◇
下
に
腕
に
託
し
て
歩
く
。

◇
す
べ
つ
た
り
転
ん
だ
り
し
な
い

よ
う
足
元
に
気
を
つ
け
銃
は
し

つ
か
り
保
持
す
る
。

◇
草
ひ
ら
や
で
灌
木
越
し
に
発
砲

し
な
い
。

◇
二
人
以
上
が
や
や
離
れ
て
猟
を

す
る
と
き
は
、
時
折
合
図
し
位

置
を
確
認
す
る
。

◇
う
し
ろ
の
人
は
前
方
に
向
け
発

・
砲
し
な
い
。

◇
人
家
の
ま
わ
り
で
発
砲
し
な
い

利
二
分
か
ら
六
分
ま
で
、
限
度
額

は
事
業
費
の
八
割
以
内
で
二
百
万

円
ま
で
但
し
開
園
は
五
十
万
円
。

四
三
年
度
借
入
希
望
額
調
査
を
来

年
一
月
農
業
連
絡
員
を
通
じ
て
調

査
し
ま
す
。

二
、
沿
岸
漁
業
近
代
化
資
金

漁
船
の
建
造
、
改
良
購
入
に
必

要
な
資
金
、
水
産
蓄
養
殖
、
水
産

加
工
施
設
等
の
資
金
が
あ
り
ま
す

地
元
漁
協
又
は
役
場
に
相
膃
七
て

下
さ
い
。
尚
住
宅
新
築
改
良
資
金

も
あ
り
ま
す
。

三
、
中
か
企
業
者
に
対
す
る
融
資

△
特
別
小
口
融
資
　
。

設
備
運
転
資
金
で
町
が
信
用
保

証
協
会
え
出
捐
金
を
出
資
し
て
、

そ
の
額
に
対
す
る
資
金
枠
内
で
山

口
銀
行
よ
り
五
十
万
円
を
限
度
で

、
年
利
に几
分
、
償
還
期
間
三
年
以

内
借
入
出
来
ま
す
、
償
還
成
績
が

悪
い
と
伜
が
あ
る
の
で
お
互
の
迷

惑
と
な
り
ま
す
。
借
入
申
込
の
審

査
は
四
半
期
毎
で
す
が
急
を
要
す

る
場
合
は
便
宜
を
図
り
ま
す
か
ら

計
画
的
に
商
工
会
に
申
込
ん
で
下

’さ
い
。

△
国
民
金
融
公
庫
融
資
資
金

事
業
設
備
、
運
転
資
金
等
（
年
八

分
二
匣
）
の
借
入
希
望
者
は
商
工

会
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

以
上
主
な
融
資
の
概
略
を
述
べ

ま
し
た
が
、
他
に
農
業
改
良
資
金

、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
等
の
融
資

も
あ
り
ま
す
か
ら
資
金
の
必
要
な

方
は
役
場
経
済
課
に
相
談
し
て
下

さ
い
。
制
度
融
資
は
低
利
且
つ
長

期
借
入
が
出
来
る
の
で
、
安
易
な

気
持
で
借
る
と
逆
効
果
と
な
り
ま

す
か
ら
、
計
画
は
慎
重
に
検
討
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。

勲
　
　

記
　
　
　
　
　
　
　
　

、

田
中
良
作

勲
六
等
　

単
光
旭
日
章

中

野
四
郎

勲
五
等
　

雙

光
旭

日
章

表
　

彰

地
方
自
治
功
労
者

自

治
大

臣
　

稲
田
正
治

勲
五
等
　

雙

光
旭

日
章

野
村
　

晋

勲
八
等
　

白

色
桐
葉

章

三
崎
　

勇

勲
八
等
　

白

色
桐
柴
章

山
城
延
久

県
畜
産
共
進
会

【 １月 】

１日　 御 用 始 め

８日　 出 初 式
15日　 成 人式

中 旬　43 年 水 稲集 団 栽 培 懇

談 会　 胃 ガ ン集 団 検診

三 隅町 議会 、民 生 委 員会
農業 委 員 会

２２～２３日レントゲン間接撮影

改
良
程
度
三
〇
点
、
発
育
一
五
点

繁
殖
成
績
五
点
計
一
〇
〇
点
の
三

頭
総
計
三
〇
〇
点
を
評
価
し
て
決

め
ま
す
が
、
第
一
位
の
栄
冠
を
本

町
か
ら
出
品
し
た
田
村
皐
月
ふ
か

と
し
み
や
五
の
母
牛
と
松
田
光
雄

、
田
村
皐
月
の
娘
牛
の
組
が
獲
得

同
じ
く
油
谷
町
谷
村
氏
の
母
牛
を

組
と
す
る
娘
牛
所
有
者
、
本
町
久

原
の
藤
村
春
好
さ
ん
の
牛
も
二
位

に
入
賞
、
本
町
の
名
声
を
博
し
た

小
さ
な
親
切

△
社
会
福
祉
事
業

一
五
〇
〇
〇
円

斉
藤
エ
イ
　
亡
夫
　
彦
一

一
〇
〇
〇
〇
円

片
山
隆
一
　
亡
父
　
満

一
五
〇
〇（
い
円

小
枝
菊
重
　
亡
夫
　
雅
之

三
〇
〇
〇
円

鷲
尾
泰
雄
　
岡
山
市
在
住

△
寿
大
学

上
中
小
野

の
ぼ
せ

小
　
島

滝
　
坂

滝
　
坂

小
　
島

故
　
斉
藤
彦
一

五
、
〇
〇
〇
円

東
野
孫
蔵

一
、
〇
〇
〇
円

故
　
峠
下
ト
メ

五
〇
〇
円

故
　
田
中
キ
ク

三
、
〇
〇
〇
円

故
　
柳
谷
ト
ヨ

三
、
〇
〇
〇
円

故
　
僑
本
ス
エ

五
、
〇
〇
〇
円

寄
付
（
湯
の
み
）

山
城
ウ
メ
　
湯
野
ハ
ナ

△
図
書
寄
贈

①
斉
藤
彦
一
　
吉
田
松
陰
全
集

１
丶
２
、
３
丶
４
丶
５
、
″り
、

７
丶｛
６
丶
　Ｑ″丶
1
0

②
立
正
こ
う
成
会

人
間
へ
の
復
帰
、
人
間
ら
し
く

生
き
る
、
正
し
く
生
き
る
為
に

③
国
際
観
光
年
記
念
行
事
協
力
会

観
光
と
観
光
事
業

心
配
ご
と

相
談
所
開
設

一
一
月
八
日
九
日
、
萩
市
椿
東

萩
家
畜
市
場
に
お
い
て
開
催
。

若
牛
区
に
は
、
黒
毛
和
種
一
三
頭

、
無
角
和
種
１
２
頭
が
出
品
。
母

系
群
区
の
出
品
は
黒
毛
和
種
三
組

、
無
角
和
種
四
組
、
計
七
組
二
一

頭
。
種
豚
の
部
で
は
ヨ
ー
ク
五
頭

、
ラ
ン
ド
ー○
頭
が
出
品
さ
れ
た

。
今
回
の
特
徴
は
、
母
系
群
区
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
母

牛
一
頭
と
娘
牛
二
頭
を
一
組
に
し

て
、
外
貌
五
〇
点
、
相
似
性
及
び

五
日
　
宗
頭（

会
館

毎
月
　
　

十
日
　
三
隅
聡
公
民
館

十
五
日
　
野
波
瀬
極
楽
寺

二
十
日
　
浅
田
公
会
堂

受
付
は
ど
こ
の
会
場
も
午
前
九

時
か
ら
午
后
一
時
ま
で

相
談
内
容

１
、
生
活
相
談
、
２
子
供
の
問

題
相
談
、
３
行
政
相
談
、
４
法

律
相
談
５
、
人
権
相
談

ど
ん
な
問
題
で
も
お
気
軽
に
お

出
か
け
下
さ
い
（
無
料
）

出
生
　
（
七
月
分
）

氏
名
　
　
保
護
者
　
　
部
落

白
井
英
幸
　
　
健
一
　
　
野
波
瀬

和
田
尚
美
　
　
　
耕
　
　
小
島

吉
武
里
夏
　
　
　

登
　
　
市

藤
井
　
豊
　
　
　
実
　
　
豊
原

堀
　
和
則
　
　
　
宏
　
　
〃

田
村
　
守
　
　
猛
志
　
　
中
村

石
川
佳
代
子
　
　
彰
　
　
市

上
田
直
美
　
　
滋
治
　
上
中
小
野

藤
井
瑞
代
　
　
寛
治
　
　
東
方

村
岡
　
進
　
　
孝
輔
　

中
村

｀

磯
真
由
美
　
　
昭
正
　
　
沢
江

宮
本
優
蔵
　
　
清
文
　
　
野
波
瀬

安
藤
淳
子
　
　
俊
明
　
　
豊
原

高
崎
千
也
子
　
寛
志
　
　
久
原

出
生
　
（
九
月
分
）

前
田
修
一
　
　
休
男
　
　
二
条
窪

村
田
由
里
子
　
元
二
　
　
宗
頭

田
村
浩
司
　
　
光
俊
　
　
中
村

出
生
　
（
十
月
分
）

木
村
幸
代
　
　
直
行
　
　
上
ゲ

岡
本
有
由
子
　
利
男
　
　
二
条
窪

角
村
み
ゆ
き
　
　
清
　
　
野
波
瀬

石
津
秀
作
　
　
秀
夫
　
　
ク

前
田
　
泉
　
　
信
雄
　
　
浅
田

朝
枝
一
恵
　
　
直
人
　
　
小
島

水
野
真
由
美
　
克
己
　
下
中
小
野

豊
田
道
代
　
　
吉
夫
　
　
豊
原

河
田
洋
子
　
　
武
志
　
　
豊
原

上
田
真
幸
　
　
治
男
　
　
野
波
瀬

死
亡
　
（
九
月
分
）

石
津
礼
子
　
　
野
波
瀬
　
二
一
才

山
田
種
造
　
も
み
の
木
　
七
七

死
亡
　
（
八
月
分
）

斎
藤
彦
一
　
上
中
小
野
　
九
三
才

岩
本
正
夫
　
　
〃
　
　
　
三
七

北
村
テ
ル
子
　
豊
原
　
　
三
六

大
野
　
登
　
　
正
楽
寺
　
一
六

峠
下
ト
メ
　
　
小
島
　
　
七
十

山
名
正
人
　
　
〃
　
　
　
三
六

松
田
治
郎
吉
　
中
村
　
　
八
三

片
山
　
満
　
　
豊
原
　
　
匕
Ξ

出
生
　
（
八
月
分
）

三
崎
あ
け
み
　
安
義
　
　
樅
の
木

佐
伯
明
人
　
　
正
雄
　
　
野
波
瀬

木
原
貴
志
　
　
信
治
　
　
中
村

藪
木
　
聡
　
　
栄
重
　
　
豊
原

横
山
博
史
　
　
副
武
　
　
浅
田

死
亡
　
（
七
月
分
）

福
出
イ
ヨ
　
下
中
小
野
　
八
八
才

田
村
静
穂
　
　
中
村
　
　
一
七

村
岡（

ナ
コ
　
豊
原
　
　
三
四

死
亡
　
（
十
月
分
）

田
中
キ
ク
　
　
滝
坂
　
　

七
三
才

西
村
七
右
衛
門
　
小
島
　
七
九

大
下
ス
ミ
　
　
生
島
　
　
八
五

山
村
ナ
ツ
　
　
小
島
　
　
八
十
一

行事メモ【

12月】

１日　防火宣伝日

４日建設委員会

5日教育厚生委員会

四日五日住民血液型登録7日定例農業委員会、社会教育員会

11日　 総 務 委 員会

上 旬　 水 稲集 団 栽 培 反 省 会

１２～１６日胃がん集団検診２０～２２日レントゲン間接撮影

中 旬　 消 防 団 幹 部 集 会
民 生 委員 会

下 旬　 定 例 三 隅 町 議 会　 鶏
ニ ユ ー カツ ス ル注 射
町 内 駅 伝

28日　 御 用 納 め

自

衛

官
　
募

集

町
役
場
総
務
課
又
は
募
集
相
談
員
ー
上
利
義
政
・
木
原
実
男
・
　
　
　
　
に
問
合
せ
し
て
下
さ
い
）

悲
喜
交
々

夜
明
け

お
知
ら
せ

「
今
年
こ
そ
は
」
の
増
腦
に
期

待
す
る
努
刀
も
収
往
を
終
瓦
て
み

る
と
多
ベ
リ
回
迫
が
い
か
に
囚
饂

な
ら
９
い
よ
ヽ
わ
か
つ
に
。

来
年
も
回
以
・こ
川
皖
さ
れ
る
よ

う
に
介
年
り
帽
げ
を
技
術
的
に
反

省
し
て
み
ま
し
よ
う
。

ｅ
品
種
に
つ
い
て

稲
は
倒
伏
千
れ
ば
豊
作
も
一
皮

の
ジ
と
な
る
の
で
、
絶
体
に
倒
伏

し
て
は
い
け
な
い
が
、
長
桿
の
品

種
は
ど
う
し
て
も
倒
れ
易
く
な
る

し
、
多
収
穫
の
稲
は
穂
数
か
相
当

多
く
な
い
と
い
け
な
い
と
Υ
る
と

、
短
桿
、
多
け
つ
、
強
桿
で
、
耐

肥
性
、
耐
柄
性
。
と
適
地
性
、
を

考
え
て
選
ぷ
こ
と
。
今
年
も
町
で

は
八
十
品
種
あ
ま
り
が
植
付
ら
れ
て

い
た
が
数
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き

な
い
に
ろ
う
か
と
忠
う
。
　

来
年
ぼ
の
町
の
奨
励
品
種
は
コ

シ
ヒ
カ
リ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ヤ
マ

ビ
コ
、
中
生
新
千
本
、
金
南
風
、

の
り
く
ら
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、
秋
晴

と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
内
か
ら

自
分
の
条
件
に
適
し
た
も
の
を
二

－
三
採
用
し
、
品
種
の
特
長
を
兄

分
知
り
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
と

、
種
子
は
必
ず
三
年
毎
に
更
新
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
施
肥
に
つ
い
て

今
年
は
施
肥
基
準
に
よ
り
施
肥

技
術
は
か
な
り
統
一
さ
れ
て
い
た

が
、
問
題
点
は
出
穂
前
二
十
―
四

十
凵
頃
に
ナ
ッ
ツ
を
制
限
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
は
倒
伏
詒
止
と
稔
実

を
よ
く
す
る
為
に
大
切
で
あ
る
。

融
資
に
つ
い
て
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